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	内容

社協あり方検討委員会の来年度の展開等について協議した内容を報告するもの。

１　協議事項

　　(１)これまでの状況報告

　　①社協あり方検討委員会報告書に対する意見として（各委員が所属する社協内のご意見も含む）
　　・分かりやすいという意見が内部にあった。
　　・役員への無報酬、金額の基準を検討していきたい。

　　・県社協の議論の部分も深める必要がある。県社協のあり方はどうするのか、市町村社協への支援をどうつなげていくかという意見もあった。
　　・正副会長会議にて報告したい。

　　・県内社協の活性化につながるよう活かしたい。

　　・社協の規模によって異なる場合がある。介護保険事業を行う職員の意識と、社協職員（社協活動部門）の意識の違い、ズレを検討したい。
　　・今回の報告書を次にどのようにつなげていくかが問われる。推進目標の個別のあり方についてどうあるべきかを議論していかなければならない。今回の冊子を作成して、終わりというのでは、もったいない。

　　・これまで社協の課題等議論してきたことがひとつの冊子としてまとめられたことは意味あることと思う。これからの方向性、行動論を引き継き考えていきたい。
　　・局長より、分かりやすくまとまっているという意見があった。

　　・あり方の委員として参加していない社協への反映が課題である。委員として参加し、自分のスキルアップにつながった。

　　・局内で回覧したが、特にコメントがなかった。

　　・今回の報告書を職員内で読み、実践活動につなげていこうという意見があった。

　　・次は、もう少し、マニアックな具体的・専門的な部分も必要ではないかと感じる。

②事業推進部会の事例集の内容について

・事例集については、事業推進部会において各委員が社協事業を調査し、まとめたものである。

・今月中に事例集として、印刷発注する予定。

・各社協の事例の基礎データとして、市町村人口等の基礎データも加える。

２　今後の事業展開について

　　・今回の報告書・事例集で終わってしまわないために、事業部会の事例のうち、例えば5～6つの内容を事例として取り上げて、例えば仙南・中央・仙北の3箇所のブロックに分けて事例発表会、意見交換会などを行い、研修の内容から社協職員が企画して内容を深めていくことも必要ではないか。

　　・研修会の開催場所など、市町村社協の会議室等を使っていただいても構わないと思う。あり方の委員のメンバーであれば、声をかけていただければ、協力できると思う。
　　・生活福祉資金・地域福祉権利擁護事業等の事業部門ごとに、実践報告を含めた勉強会を実施する。
　　・現在の委員の中から推進メンバーを選定し、事例集の事例等を検討・検証する。毎年、事例集を更新する。

　　・報告書については、検討すべき事項が委員の意見として作られている。あり方を検証し、特定の人の意見として偏らないものにする。

　　・あり方検討委員会の委員の任期は残されているが、あり方検討委員会は解散し、報告書の推進目標等の具体的な検証チームを編成してはどうか。
　　・検証チームについては、旧メンバーを数名は残し、新規メンバーで構成してはどうか。
　　以上のような様々な意見が出されたが、結論としては、以下のとおりとなった。
○今後の展開について＜結論＞
・社協あり方検討委員会としては3月末（場合により4月末）をもって終了する。あり方検討委員会としては終了するが次の展開として、報告書の検証を行う検証委員会（仮称）を立ち上げる。その検証委員会（仮称）は、報告書の中の推進目標を、新組織の中で検証してもらう。新委員の構成は、旧メンバー数名と新メンバーから構成する。検証委員会（仮称）は、報告書の推進目標を基に、各社協が組織・事業をチェックできるものも検討する。また、実際に県内の社協で実施している社協事業・活動を検証していく。検証は、毎年度年1回程度継続して続けていくと社協の事業展開のチェックにつながる。次の検証委員会（仮称）委員についても、委任状の交付をお願いしたいとの要望があった。
　




